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中海産サルボウの生育至適環境を明らかにするた

めに、塩分と水温に応じた本種の濾過速度と生残率

の変化を室内実験により評価した。濾過速度は中程

度の塩分（18.8～22.0psu）で最大となり、低塩分

（9.4psu）で最小となった。なお、水温に関しては、

夏季水温（27℃）で最大となり、冬季水温（8℃）

で最小となった。一方、生残率に関しては、高水温

（31℃）と低塩分（9.4～15.7psu）が組み合わさっ

た条件でのみ、生残率が著しく低下する傾向が認め

られた。中海では一年を通して明瞭な塩分躍層が保

たれているが、本実験で明らかになったサルボウに

とっての致死的な条件、すなわち高水温でかつ低塩

分である条件（水温：31℃・塩分：< 12.2psu）は、

過去15年間（1990～2004年）において躍層上部での

み記録されている。したがって、躍層上部にあたる

水深の浅い水域は、サルボウの生育に適さないこと

が示唆された。
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